
 

関数攻略 

 最短距離  
 

 

～ ポイント ～ 

★ 対称な点をとって直線にすればよい。 

（例） 下の図において， x軸上に点Ｐがあり，ＡＰ＋ＰＢの長さが最短になるときの点Ｐの座標を求めなさい。 

 

〔解法〕 

)i  x軸に対し，Ｂに対称な点Ｂ’をとる。 

 

 
 

)ii  直線ＡＢ’ 

y ax= +5に，（4，－1）を代入 

a

a

a

− = +

= −

= −

1 4 5

4 6

3
2

 

 

y x=− +3 5
2

 

 

)iii  点Ｐ 

y x=− +3 5
2

に， y = 0を代入 

x

x

x

x

= − +

=

= 

=

30 5
2

3 5
2

25
3

10
3

 

 

よって，Ｐ ( ),10 　　0
3

 

 

            答 Ｐ ( ),10 　　0
3

  

 
 



 

 

攻略問題 

 下の図において， x軸上に点Ｐがあり，ＡＰ＋ＰＢの長さ

が最短になるときの点Ｐの座標を求めなさい。 

 

 

   答   

 

 

過去問題 

平成20年 

 下の図のように，2点Ａ（1，4），Ｂ（3，1）があります。 y

軸上に点Ｐをとり，ＡＰ＋ＰＢの長さを考えます。ＡＰ＋Ｐ

Ｂの長さが最も短くなるとき，点Ｐの座標を求めなさい。 

 

 

   答   

 
 



 

 四角形・三角形  
 

～ ポイント ～ 

1. 正方形 
 

 
 

◆ 正方形になるための条件は， 

たて ＝ 横 

 

2. 長さの表し方 
 

 
 

◆ ＡＢ（たての長さ） 

= （上の y 座標）－（下の y 座標） 

= − =2 0 2  
 

◆ ＢＣ（横の長さ） 

= （右の x座標）－（左の x座標） 

= c − 3  

 

 

3. 正三角形 

 
 

↓ 
 

 
 

三平方の定理を使う。 

 

4. 平行四辺形 
 

 
 

 

① 対角線の中点は，ＡＣの中点（ＢＤの中点） 

② ＡとＢの x座標， y 座標の差は，ＤとＣの x座標， 

y 座標の差と等しい。 

 

 
 



 

 

攻略問題 

1 下の図で，四角形ＰＱＲＳは正方形です。点Ｐの座標を

求めなさい。 

 

 

   答   

 

 

 

 

 

 

      

 
 



 面積比  
 

～ ポイント ～ 

1. 
 

 
 

↓ 
 

面積比 ⇒ :a b  

2. 

 

 
 

△ＡＯＣと△ＡＢＣの面積比は， 

 

ＯＡ：ＡＢ 

 

↓ 
ＯＡ：ＡＢは， 

 

ＡとＯの x座標の差 ： ＢとＡの x座標の差 

 

ＡとＯの y 座標の差 ： ＢとＡの y 座標の差 

 

どちらでも求められる。 

 

 

3. 斜め打法 

 
 

大：小 :ab cd=  

 



 

 

攻略問題 

1 下の図で，△ＡＢＣと△ＰＢＱの面積比を求めなさい。 

 
※ Ｑの x座標は4 

 

   答   

 

 

 

2 下の図のような△ＡＢＣがあり，Ａ（2，4），Ｂ（-2，0），Ｃ

（4，0）です。ＡＢと y 軸の交点をＤとするとき，△ＡＢＣと△

ＤＢＯの面積比を求めなさい。 

 

 

   答   

 
 



 

 

3 下の図のような△ＡＢＣがあり，Ａ（2，4），Ｂ（-2，0），Ｃ

（4，0）です。ＡＢと y 軸の交点をＤとするとき，△ＡＢＣと

△ＤＢＯの面積比を求めなさい。 

 

 

   答   

 

 

4 下の図で，△ＡＢＣと△ＰＢＱの面積比を求めなさい。 

 
※ Ｑの x座標は4 

 

   答   

 
 





 

三角形の面積の二等分 
 

～ ポイント ～ 

★代表的な2つのパターン★ 

1. 三角形の頂点を通る場合 
 

 
 

対辺の中点を通る直線を考える。 

 

 

図の直線は，中点Ｍの座標が 

 

( ) ( ), ,− + + = −4 2 1 3 1 2
2 2

 となるので， 

 

y ax= +5に，（-1，2）を代入して， 

 

y x= +3 5となる。 

 

 

2. 辺上の点を通る場合 
 

 
 

（例） 点Ｃを通り，△ＡＯＢの面積を二等分する直線と

ＯＡの交点の座標を求めなさい。ただし，直線ＯＡ

は y x=2 となる。 

 

重要 ※点Ｐの x座標を pとする。 

● △ＯＡＢ：△ＯＰＣ :=2 1となればよい。 

（斜め打法を使う。） 

● x座標の差を求める。 

（場合によっては y 座標でもよい） 

 

 
 

面積を求める式を使って求めてもよい。 

 

△ＯＡＢ：△ＯＰＣ : :p=   =4 6 4 2 1 

p

p

=

=

8 24

3
 

 

    答 y x= +3 5       答 （3，6）  

 



 

 

攻略問題 

1 下の図のように，3点Ａ（0，4），Ｂ（-1，0），Ｃ（5，0）があ

ります。点Ａを通って，△ＡＢＣの面積を二等分する直線

の式を求めなさい。 

 

 

   答   

 

 

 

2 下の図のように，3点Ａ（0，5），Ｂ（0，-3），Ｃ（5，0）があ

ります。点Ａを通って，△ＡＢＣの面積を二等分する直線

の式を求めなさい。 

 
 

   答   

 
 



 

 

～メモ～ 

 

 

      

 

 

4 下の図のように，3点Ａ（0，4），Ｂ（-1，0），Ｃ（5，0）があ

ります。原点Ｏを通って，△ＡＢＣの面積を二等分する直

線の式を求めなさい。 

 

 

 

  

 

   答   

 
 



 

 

5 下の図のように，3点Ａ（0，5），Ｂ（0，-3），Ｃ（5，0）があ

ります。原点Ｏを通って，△ＡＢＣの面積を二等分する直

線の式を求めなさい。 

 
 

 

  

 

   答   

 

 

埼玉県 過去問題 

平成16年 

 下の図で，点Ａ，Ｂ，Ｃの座標は，それぞれＡ（0，12），

Ｂ（6，0），Ｃ（0，3）です。点Ｃを通り，△ＡＯＢの面積を二

等分する直線の式を求めなさい。 

  

 

  

 

  

   答   

 
 



 

四角形の面積の二等分  
 

～ ポイント ～ 

1. 平行四辺形 
 

 
 

 

 平行四辺形は，対角線の交点（中点）を 

通る直線で二等分される。 

 

 

2. 台形 
 

① 高さの等しい台形と，三角形の面積比 

 

↓ 

 

上底＋下底 ： 底辺 が面積比 

高さの等しい台形同士は，（上底＋下底）の比 

 

（例） 

 
 

台形ＯＡＢＣと△ＯＡＤの面積比は， 

（上底＋下底）：底辺 ( ):= +5 8 6  

:=13 6  となる 

 

② 高さの等しくない台形と三角形の面積比 

 

 
 

● 台形の面積から，三角形の面積を求める。 

 

↓ 

 

● Ｄの y 座標を文字で置きかえて直線ＢＣの式を求めて，

Ｄの座標を求める。 

 

 



 

 

攻略問題 

1 下の図のような平行四辺形ＡＢＣＤがあります。次の問

いに答えなさい。 

 

(1) 点Ｄの座標を求めなさい。 

 

   答   

 
(2) 平行四辺形ＡＢＣＤの対角線の交点の座標を求めな

さい。 

 

   答   

 
(3) 点Ｐ（2，0）を通り，平行四辺形ＡＢＣＤの面積を二等

分する直線の式を求めなさい。 

 

   答   

 

 

 

2 下の図のように，4点Ａ（0，2），Ｂ（-1，0），Ｃ（4，0），Ｄ

（3，2）をとり，四角形ＡＢＣＤをつくります。点Ａを通る直

線 が，四角形ＡＢＣＤの面積を二等分するとき，直線

の式を求めなさい。 

 

 

   答   

 
 



 

 等積変形  
 

～ ポイント ～ 

★代表的な2つのパターン★ 

1. 

 

 
 

四角形ＯＡＢＣ＝△ＯＡＰ 

 

 

重要 

 
 

の形があったら，平行線 

 

 

↓ 

 

 

 
 

2. 

 

 
 

△ＯＡＢと面積の等しい△ＰＡＢ 

（点Ｐは放物線上） 

 

 

↓ 

 

 

 
 

放物線上という条件では，Ｐは 3つある。 

Ｐ1だけ求める問題がほとんど。 

 

 



 

 

攻略問題 

1 4点Ｏ（0，0），Ａ（3，8），Ｂ（5，10），Ｃ（7，0）を結んでで

きる四角形について，次の問いに答えなさい。 

 
(1) x軸上に点Ｐをとり，四角形ＡＯＣＢと△ＡＯＰの面積

を等しくします。このとき，点Ｐの座標を求めなさい。 

 

   答   

 
(2) 点Ａを通り，四角形ＡＯＣＢの面積を二等分する直線

の式を求めなさい。 

 

   答   

 

 

過去問題 

平成15年 

 下の図のように，長方形ＯＡＢＣの辺ＢＣ，ＯＡ上に，そ

れぞれ点Ｐ（6，4），Ｒ（4，0），長方形ＯＡＢＣの内部に点

Ｑ（3，2）があり，長方形ＯＡＢＣが，折れ線ＰＱＲで2つの

部分に分かれています。 左右それぞれの部分の面積

を変えないように，折れ線ＰＱＲのかわりに，点Ｐを通る

直線 で長方形ＯＡＢＣを分けるとき，直線 の式を求め

なさい。 

 
 

   答   
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解答 関数攻略 

 最短距離  
 

 

～ ポイント ～ 

★ 対称な点をとって直線にすればよい。 

（例） 下の図において， x軸上に点Ｐがあり，ＡＰ＋ＰＢの長さが最短になるときの点Ｐの座標を求めなさい。 

 

〔解法〕 

)i  x軸に対し，Ｂに対称な点Ｂ’をとる。 

 

 
 

)ii  直線ＡＢ’ 

y ax= +5に，（4，－1）を代入 

a

a

a

− = +

= −

= −

1 4 5

4 6

3
2

 

 

y x=− +3 5
2

 

 

)iii  点Ｐ 

y x=− +3 5
2

に， y = 0を代入 

x

x

x

x

= − +

=

= 

=

30 5
2

3 5
2

25
3

10
3

 

 

よって，Ｐ ( ),10 　　0
3

 

 

            答 Ｐ ( ),10 　　0
3
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攻略問題 

 下の図において， x軸上に点Ｐがあり，ＡＰ＋ＰＢの長さ

が最短になるときの点Ｐの座標を求めなさい。 

 

★ 

)i  対称な点をとる。 

 

 
 

)ii  直線ＡＢ’ 

)
a b
a b

a

= +
− = +−

= −

−

−

6
3 4
9 3

 

 

a = −3 ，b=9  
y x=− +3 9  

 

)iii  y x=− +3 9に， y = 0を代入 

x

x

x

= − +

=

=

0 3 9

3 9

3

 

 

Ｐ（3，0） 

 

   答 Ｐ（3，0）  

 

 

過去問題 

平成20年 

 下の図のように，2点Ａ（1，4），Ｂ（3，1）があります。 y

軸上に点Ｐをとり，ＡＰ＋ＰＢの長さを考えます。ＡＰ＋Ｐ

Ｂの長さが最も短くなるとき，点Ｐの座標を求めなさい。 

 

★ 

)i  対称な点をとる。 

 

 
 

)ii  直線ＡＢ’ 

)
a b

a b
a

= +
= − +−
=

4
1 3
3 4

 

 

a = 3
4
，b= 13

4
 

y x= +3 13
4 4

 

 

)iii  点Ｐは切片なので， 

Ｐ ( ), 130　　
4

 

 

   答 Ｐ ( ), 130　　
4
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 四角形・三角形  
 

～ ポイント ～ 

1. 正方形 
 

 
 

◆ 正方形になるための条件は， 

たて ＝ 横 

 

2. 長さの表し方 
 

 
 

◆ ＡＢ（たての長さ） 

= （上の y 座標）－（下の y 座標） 

= − =2 0 2  
 

◆ ＢＣ（横の長さ） 

= （右の x座標）－（左の x座標） 

= c − 3  

 

 

3. 正三角形 

 
 

↓ 
 

 
 

三平方の定理を使う。 

 

4. 平行四辺形 
 

 
 

 

① 対角線の中点は，ＡＣの中点（ＢＤの中点） 

② ＡとＢの x座標， y 座標の差は，ＤとＣの x座標， 

y 座標の差と等しい。 
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攻略問題 

1 下の図で，四角形ＰＱＲＳは正方形です。点Ｐの座標を

求めなさい。 

 

★ 

 
 

)i  点Ｐの x座標を pとすると，Ｐ ( ),p p　　2  

すると，Ｓの座標は ( ),p　　0  

 

)ii  点Ｑの x座標は 6だから， 

ＱＰ p= −6  

ＰＳ p p= − =2 0 2  

 

)iii  ＰＳ =ＱＰより， 

p p

p

p

= −

=

=

2 6

3 6

2

 

 

Ｐ ( ),p p　　2 より，（2，4） 

 

   答 Ｐ（2，4）  
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 面積比  
 

～ ポイント ～ 

1. 
 

 
 

↓ 
 

面積比 ⇒ :a b  

2. 

 

 
 

△ＡＯＣと△ＡＢＣの面積比は， 

 

ＯＡ：ＡＢ 

 

↓ 
ＯＡ：ＡＢは， 

 

ＡとＯの x座標の差 ： ＢとＡの x座標の差 

 

ＡとＯの y 座標の差 ： ＢとＡの y 座標の差 

 

どちらでも求められる。 

 

 

3. 斜め打法 

 
 

大：小 :ab cd=  
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攻略問題 

1 下の図で，△ＡＢＣと△ＰＢＱの面積比を求めなさい。 

 
※ Ｑの x座標は4 

 

)i  

ＡＢ：ＰＢ =ＡＢの x座標の差：ＰＢの x座標の差 

（※ y 座標の差でもよい。） 

( ) ( ):

:

= − −

=

5 0 3 0

5 3
 

 

)ii  

ＢＣ：ＢＱ =ＢＣの x座標の差：ＢＱの x座標の差 

( ) ( ):

:

:

= − −

=

=

8 0 4 0

8 4

2 1

 

 

)iii  

 
よって， 

△ＡＢＣ：△ＰＢＱ 
:

:

=  

=

5 2 3 1

10 3
 

 

   答 10：3  

 

 

 

2 下の図のような△ＡＢＣがあり，Ａ（2，4），Ｂ（-2，0），Ｃ

（4，0）です。ＡＢと y 軸の交点をＤとするとき，△ＡＢＣと△

ＤＢＯの面積比を求めなさい。 

 

 

 

)i  

ＡＢ：ＤＢ =ＡＢの x座標の差：ＤＢの x座標の差 

( )  ( ) :

:

:

= − − − −

=

=

2 2 0 2

4 2

2 1

 

 

)ii  

ＣＢ：ＯＢ =ＣＢの x座標の差：ＯＢの x座標の差 

( )  ( ) :

:

:

= − − − −

=

=

4 2 0 2

6 2

3 1

 

 

)iii  

 
 

△ＡＢＣ：△ＤＢＯ 
:

:

=  

=

2 3 1 1

6 1
 

 

   答 6：1  
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3 下の図のような△ＡＢＣがあり，Ａ（2，4），Ｂ（-2，0），Ｃ

（4，0）です。ＡＢと y 軸の交点をＤとするとき，△ＡＢＣと

△ＤＢＯの面積比を求めなさい。 

 

★ 

)i  

ＡＢ：ＤＢ =ＡＢの x座標の差：ＤＢの x座標の差 

( )  ( ) :

:

:

= − − − −

=

=

2 2 0 2

4 2

2 1

 

 

)ii  

ＣＢ：ＯＢ =ＣＢの x座標の差：ＯＢの x座標の差 

( )  ( ) :

:

:

= − − − −

=

=

4 2 0 2

6 2

3 1

 

 

)iii  

 
 

△ＡＢＣ：△ＤＢＯ 
:

:

=  

=

2 3 1 1

6 1
 

 

   答 6：1  

 

 

4 下の図で，△ＡＢＣと△ＰＢＱの面積比を求めなさい。 

 
※ Ｑの x座標は4 

★ 

)i  

ＡＢ：ＰＢ =ＡＢの x座標の差：ＰＢの x座標の差 

（※ y 座標の差でもよい。） 

( ) ( ):

:

= − −

=

5 0 3 0

5 3
 

 

)ii  

ＢＣ：ＢＱ =ＢＣの x座標の差：ＢＱの x座標の差 

( ) ( ):

:

:

= − −

=

=

8 0 4 0

8 4

2 1

 

 

)iii  

 
よって， 

△ＡＢＣ：△ＰＢＱ 
:

:

=  

=

5 2 3 1

10 3
 

 

   答 10：3  
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 三角形の面積の二等分 
 

～ ポイント ～ 

★代表的な2つのパターン★ 

1. 三角形の頂点を通る場合 
 

 
 

対辺の中点を通る直線を考える。 

 

 

図の直線は，中点Ｍの座標が 

 

( ) ( ), ,− + + = −4 2 1 3 1 2
2 2

 となるので， 

 

y ax= +5に，（-1，2）を代入して， 

 

y x= +3 5となる。 

 

 

2. 辺上の点を通る場合 
 

 
 

（例） 点Ｃを通り，△ＡＯＢの面積を二等分する直線と

ＯＡの交点の座標を求めなさい。ただし，直線ＯＡ

は y x=2 となる。 

 

重要 ※点Ｐの x座標を pとする。 

● △ＯＡＢ：△ＯＰＣ :=2 1となればよい。 

（斜め打法を使う。） 

● x座標の差を求める。 

（場合によっては y 座標でもよい） 

 

 
 

面積を求める式を使って求めてもよい。 

 

△ＯＡＢ：△ＯＰＣ : :p=   =4 6 4 2 1 

p

p

=

=

8 24

3
 

 

    答 y x= +3 5       答 （3，6）  

 



32 

 

 

攻略問題 

1 下の図のように，3点Ａ（0，4），Ｂ（-1，0），Ｃ（5，0）があ

ります。点Ａを通って，△ＡＢＣの面積を二等分する直線

の式を求めなさい。 

 

★ 

直線はＢＣの中点を通る。 

 

)i  ＢＣの中点Ｍ 

Ｍ ( ) ( ), ,− + + =1 5 0 0 2 0
2 2

 

 

)ii  Ａ（0，4），Ｍ（2，0）を通る直線の式 

y ax= +4に，（2，0）を代入 

a

a

= +

= −

0 2 4

2
 

 

よって， y x=− +2 4  

 

   答 y x=− +2 4   

 

 

 

2 下の図のように，3点Ａ（0，5），Ｂ（0，-3），Ｃ（5，0）があ

ります。点Ａを通って，△ＡＢＣの面積を二等分する直線

の式を求めなさい。 

 
★ 

直線はＢＣの中点を通る。 

 

)i  ＢＣの中点Ｍ 

Ｍ ( ) ( ), ,+ − + = −0 5 3 0 5 3　　
2 2 2 2

 

 

)ii  直線ＡＭ 

y ax= +5に， ( ), −5 3　　
2 2

を代入 

a

a

a

a

− = +

− = +

= −

= −

3 5 5
2 2
3 5 10

5 13

13
5

 

 

よって， y x=− +13 5
5

 

 

   答 y x=− +13 5
5
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～メモ～ 

 

 

      

 

 

３ 下の図のように，3点Ａ（0，4），Ｂ（-1，0），Ｃ（5，0）が

あります。原点Ｏを通って，△ＡＢＣの面積を二等分する

直線の式を求めなさい。 

 

 

★ 

)i  直線ＡＣの式 

y ax= +4に，（5，0）を代入 

a

a

= +

= −

0 5 4

4
5

 

y x=− +4 4
5

 

また，点Ｐの x座標を pとすると， 

Ｐ ( ),p p− +4　　 4
5

 

 

)ii  x座標の差 

ＡＣ = − =5 0 5  

ＰＣ p= −5  

ＢＣ ( )= − − =5 1 6  

ＯＣ = − =5 0 5  

 

 

)iii  斜め打法 

△ＡＢＣ：△ＰＯＣ 

( ):

:

p=  − 

=

5 6 5 5

2 1
 

( ): :p− =30 5 5 2 1 なので， 

( )p

p

p

− =

− =

=

10 5 30

5 3

2

 

Ｐ ( ), 122　　
5

 

 

)iv  直線ＯＰは比例の式なので， 

y ax= に， ( ), 122　　
5

を代入 

y x= 6
5

 

   答 y x= 6
5
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４ 下の図のように，3点Ａ（0，5），Ｂ（0，-3），Ｃ（5，0）が

あります。原点Ｏを通って，△ＡＢＣの面積を二等分する

直線の式を求めなさい。 

 
 

★ 

)i  ＡＣの式 

y ax= +5に，（5，0）を代入 

a = −1 
y x=− +5  

よって，Ｐ ( ),p p− +　　 5  となる。 

 

)ii   

x座標の差 

ＡＣ = − =5 0 5  

ＡＰ p p= − =0  

y 座標の差 

ＡＢ ( )= − − =5 3 8  

ＡＯ = − =5 0 5  

  

)iii  斜め打法 

△ＡＢＣ：△ＡＯＰ 
:

:

p=  

=

8 5 5

2 1
 

 

: :p=40 5 2 1  なので， 

p

p

=

=

10 40

4
 

よって，Ｐ（4，1） 

 

)iv  y ax= に，（4，1）を代入 

y x= 1
4

 

   答 y x= 1
4

  

 

 

埼玉県 過去問題 

平成16年 

 下の図で，点Ａ，Ｂ，Ｃの座標は，それぞれＡ（0，12），

Ｂ（6，0），Ｃ（0，3）です。点Ｃを通り，△ＡＯＢの面積を二

等分する直線の式を求めなさい。 

  
★ 

)i  Ｐの x座標を pとすると， 

Ｐ ( ),p p− +　　 2 12 となり， x座標の差は， 

ＡＰ p= ，ＡＢ =6  

y 座標の差は，ＡＣ = 9 ，ＡＯ =12となる。 

)ii  

△ＡＯＢ：△ＡＣＰ 
:

:

p=  

=

6 12 9

2 1
 

 

: :p=72 9 2 1 から， 

p

p

=

=

18 72

4
 

Ｐ（4，4） 

 

 

)iii  Ｃ（0，3），Ｐ（4，4）を通る式 

y ax= +3に，（4，4）を代入 

a

a

a

= +

=

=

4 4 3

4 1

1
4

 

y x= +1 3
4

 

別解 

)i  △ＡＯＢの面積 =   =16 12 36
2

 

よって，△ＡＣＰの面積は，18 となる。 

)ii  Ｐの x座標を pとすると， 

p

p

  =

=

19 18
2
4

 

ＡＢは y x=− +2 12なので，Ｐ（4，4） 

)iii  Ｃ（0，3），Ｐ（4，4）を通る式を求め

ると， y x= +1 3
4

となる。 

 

 

   答 y x= +1 3
4
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 四角形の面積の二等分  
 

～ ポイント ～ 

1. 平行四辺形 
 

 
 

 

 平行四辺形は，対角線の交点（中点）を 

通る直線で二等分される。 

 

 

2. 台形 
 

① 高さの等しい台形と，三角形の面積比 

 

↓ 

 

上底＋下底 ： 底辺 が面積比 

高さの等しい台形同士は，（上底＋下底）の比 

 

（例） 

 
 

台形ＯＡＢＣと△ＯＡＤの面積比は， 

（上底＋下底）：底辺 ( ):= +5 8 6  

:=13 6  となる 

 

② 高さの等しくない台形と三角形の面積比 

 

 
 

● 台形の面積から，三角形の面積を求める。 

 

↓ 

 

● Ｄの y 座標を文字で置きかえて直線ＢＣの式を求めて，

Ｄの座標を求める。 
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攻略問題 

1 下の図のような平行四辺形ＡＢＣＤがあります。次の問

いに答えなさい。 

 

(1) 点Ｄの座標を求めなさい。 

★ 

Ｂ→Ａの座標の差と，Ｃ→Ｄの座標の差は同じ。 

 

)i  ＢからＡは x座標は 3， y 座標は 4増えている。 

 

)ii  Ｄ ( ) ( ), ,+ + =4 3　　2 4 7　　6  

 

   答 Ｄ（7，6）  

 
(2) 平行四辺形ＡＢＣＤの対角線の交点の座標を求めな

さい。 

★ 

ＡＣの中点かＢＤの中点を求める。 

 

Ｍ ( ) ( ), ,+ + =1 4 5 2 5 7　　 　　
2 2 2 2

 

 

   答 ( ),5 7　　
2 2

  

 
(3) 点Ｐ（2，0）を通り，平行四辺形ＡＢＣＤの面積を二等

分する直線の式を求めなさい。 

★ 

Ｐ（2，0）とＭ ( ),5 7　　
2 2

を通る直線の式を求める。 

)

a b

a b

a

= +

= +−

=

7 5
2 2
0 2
7 1
2 2

 

a =7，b=−14  

よって， y x= −7 14  

 

   答 y x= −7 14   

 

 

 

2 下の図のように，4点Ａ（0，2），Ｂ（-1，0），Ｃ（4，0），Ｄ

（3，2）をとり，四角形ＡＢＣＤをつくります。点Ａを通る直

線 が，四角形ＡＢＣＤの面積を二等分するとき，直線

の式を求めなさい。 

 

★ 

)i  直線 とＢＣの交点をＰとし，Ｐの x座標を p とする

と，Ｐ ( ),p　　0 となる。 

 
 

)ii  台形ＡＢＣＤの面積：△ＡＢＰの面積 :=2 1 

となればよい。 

台形ＡＢＣＤ：△ＡＢＰ = （上底＋下底）：底辺 

( ) ( )

( )

:

:

p

p

= + +

= +

3 5 1

8 1
 

( ): :p+ =8 1 2 1 

( )p

p

p

+ =

+ =

=

2 1 8

1 4

3

 

よって，Ｐ（3，0） 

 

)iii  Ａ（0，2），Ｐ（3，0）を通る直線の式 

y ax= +2にＰ（3，0）を代入 

a

a

a

= +

= −

= −

0 3 2

3 2

2
3

 

よって， y x=− +2 2
3

 

 

   答 y x=− +2 2
3
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 等積変形  
 

～ ポイント ～ 

★代表的な2つのパターン★ 

1. 

 

 
 

四角形ＯＡＢＣ＝△ＯＡＰ 

 

 

重要 

 
 

の形があったら，平行線 

 

 

↓ 

 

 

 
 

2. 

 

 
 

△ＯＡＢと面積の等しい△ＰＡＢ 

（点Ｐは放物線上） 

 

 

↓ 

 

 

 
 

放物線上という条件では，Ｐは 3つある。 

Ｐ1だけ求める問題がほとんど。 
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攻略問題 

1 4点Ｏ（0，0），Ａ（3，8），Ｂ（5，10），Ｃ（7，0）を結んでで

きる四角形について，次の問いに答えなさい。 

 
(1) x軸上に点Ｐをとり，四角形ＡＯＣＢと△ＡＯＰの面積

を等しくします。このとき，点Ｐの座標を求めなさい。 

★ 

)i  ＡとＣを結ぶ。 

傾きは， − =−
−
0 8 2
7 3

 

)ii  直線ＰＢはＡＣに平行なので，傾きは-2 

（5，10）を通るので， 

y x b= − +2 に， x =5 ， y =10を代入 

b

b

=−  +

=

10 2 5

20
 

よって， y x=− +2 20  

)iii  y x=− +2 20に， y = 0を代入 

x

x

x

= − +

=

=

0 2 20

2 20

10

 

 

Ｐ（10，0） 

   答 Ｐ（10，0）  

 
(2) 点Ａを通り，四角形ＡＯＣＢの面積を二等分する直線

の式を求めなさい。 

★ 

四角形ＡＯＣＢの面積を二等分する。 

⇒ △ＯＡＰの面積を二等分する。 

)i  ＯＰの中点の座標 

Ｍ ( ) ( ), ,+ + =10 0 0 0　　 5　　0
2 2

 

 

)ii  Ａ（3，8），Ｍ（5，0）を通る直線の式 

)
a b
a b
a

a

b

= +
= +−
= −

= −

=

8 3
0 5
8 2

4

20

 

よって， y x=− +4 20  

   答 y x=− +4 20   

 

 

過去問題 

平成15年 

 下の図のように，長方形ＯＡＢＣの辺ＢＣ，ＯＡ上に，そ

れぞれ点Ｐ（6，4），Ｒ（4，0），長方形ＯＡＢＣの内部に点

Ｑ（3，2）があり，長方形ＯＡＢＣが，折れ線ＰＱＲで2つの

部分に分かれています。 左右それぞれの部分の面積

を変えないように，折れ線ＰＱＲのかわりに，点Ｐを通る

直線 で長方形ＯＡＢＣを分けるとき，直線 の式を求め

なさい。 

 
 

 

)i  と x軸の交点をＳとする。 

とＱＲの交点をＴとする。 

△ＰＱＴ =△ＴＳＲとなるとき， 

△ＰＱＴ +△ＰＴＲ =△ＴＳＲ +△ＰＴＲ 

△ＰＱＲ =△ＰＳＲ 

となるので， 

ＰＲ//ＱＳとなればよい。 

)ii  ＰＲの傾き 

− =
−
4 0 2
6 4

 

)iii  直線ＱＳ 

傾きは 2で，（3，2）を通るので， 

y x b= +2 に， x =3 ， y =2を代入 

b

b

=  +

=−

2 2 3

4
 

よって， y x= −2 4  

)iv  点Ｓの座標 

y x= −2 4に， y = 0を代入 

x

x

=

=

2 4

2
 

よって，Ｓ（2，0） 

)v  直線 の式 

Ｐ（6，4）とＳ（2，0）を通るので， 

)
a b
a b
a

a

b

= +
= +−
=

=

= −

4 6
0 2
4 4

1

2

 

よって， y x= −2  

   答 y x= −2   

 
 


